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第４章 ごみ処理施設 

施設名称 所在地 敷地面積（㎡） 土地保有状況 建築（年） 総延床面積（㎡） 

清掃センター 字賀茂之洞 122,530.0 全所有 Ｈ元年 5,130.5 

１ 中間処理施設 

（１） 焼却処理施設 

 

  （設備概要） 

受入供給設備 トラックスケール 

ゴミクレーン２基 

燃焼ガス冷却設備 水噴射ガス冷却室 

排ガス処理設備 ろ過式集じん器、有害ガス除去装置 

通風設備 押込、誘引送風機 

廃水処理設備 場内循環再利用システム 

煙突高 69ｍ 
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施 設 名 称  三島市清掃センター ごみ焼却処理施設 

所 在 地  三島市字賀茂之洞 4703 番地の 94 

着工・竣工・ 

稼 動 年 月 

 （着 工）   （竣 工）   （稼 動） 

昭和 62 年 6 月 平成元年 10 月 平成元年 11 月 

敷 地 面 積  32,681 ㎡（粗大ごみ処理施設と同一敷地） 

建 物 面 積   2,300 ㎡（延べ面積 3,211 ㎡） 

施 工 業 者  株式会社 荏原製作所 

炉 形 式 
 全連続燃焼式焼却炉（流動床炉） 

 （平成９年４月より准連続から全連続へ変更） 

処 理 能 力  180ｔ／24ｈ（90ｔ／24ｈ×2 基） 

 

 

  総 工 費 

                               （単位：千円） 

 昭和 62 年度 昭和 63 年度 平成元年度 計 

年 度 事 業 費 710,700  1,407,230  232,070  2,350,000  

 

財 

 

源 

 

内 

 

訳 

 

補 助 金 170,625  304,527  50,658  525,810  

起   債 488,000  910,600  136,500  1,535,100  

一 般 財 源 52,075  192,103  44,912  289,090  
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○ダイオキシン削減対策事業 

廃棄物処理施設排ガス高度処理施設整備工事の概要 

(1) ダイオキシン類生成の抑制 

・ 給じん機の改良による、ごみの安定供給 

・ ごみ完全燃焼のための通風設備、燃焼制御設備の改善 

・ 燃焼ガスの急冷(200℃以下)によるダイオキシン類再合成の抑制 

(2) 発生ダイオキシン類の除去 

   ・ 活性炭、消石灰で吸着除去して、ろ過式集じん器で捕集 

 主な改造点 

(1) 給じん装置の更新(ごみ供給量の改善) 

(2) 焼却炉内の改造(炉床傾斜角を変更 10°→15°に) 

(3) 活性炭・消石灰の添加装置の追加 

(4) 集じん装置の取替(電気集じん器をろ過式集じん器に) 

(5) 排ガス冷却器の設置 

(6) 各種送風機交換 

(7) 燃焼装置の改善、CO 計の設置 

(8) 誘引送風機を回転制御による運転 

(9) ガス冷却室を後燃焼室に変更（耐火物の打替） 

(10) ガス冷却室を新設 

(11) 改善に伴う電気設備の追加・計装設備の改善 

 

  総 工 費 

                                  （単位：千円） 

 平成 12 年度 平成 13 年度 計 

年 

度 

事 

業 

費 

排ガス高度処理 

施設整備工事 
1,340,250  1,001,250  2,341,500  

工事施工監理委託   9,303  6,972  16,275  

計 1,349,553  1,008,222  2,357,775  

 

財 

 

源 

 

内 

 

訳 

 

補 助 金 425,141  287,171  712,312  

起   債 861,700  645,700  1,507,400  

一 般 財 源 62,712  75,351  138,063  
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○処理設備整備事業 

ごみ処理施設基幹的設備整備工事の概要 

  (１)老朽化設備の延命化対策 

   ・受入供給設備・燃焼設備・ガス冷却設備・排ガス処理設備・排水処理設備・余熱

利用設備・通風設備・灰出し設備・電気計装設備・計装設備の基幹的設備を更新。 

  (２)CO2排出量の削減 

   ・クレーンブレーキの回生エネルギー化、機器・煙道を更新し流入空気の減少によ

る圧損の減少、高効率モータの採用、インバータ化等による消費電力の削減 

    

主な改造点 

  ・排ガス冷却器及びろ過式集じん器の改造（構造変更） 

  ・給じん装置、排ガス冷却用送風機、プラント用空気圧縮機の改造（インバータ化） 

  ・押し込み送風機の改造（１台→３台、インバータ化） 

  ・不燃物搬出装置、No1、2 不燃物搬送コンベヤの改造(高効率モータ化) 

  ・ダスト搬出コンベヤの改造（ルートの変更、高効率モータ化） 

  ・クレーン制御方法の改造（回生エネルギーの利用） 

  ・煙道の改造（大気放出ルートの削除） 

  ・分析計の改造（4 成分計＋HCｌ計→5 成分計） 

   

 

  総 工 費 

                                  （単位：千円） 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 計 

年 

度 

事 

業 

費 

ごみ焼却処理

施設基幹的設

備整備工事 

142,200 1,297,800  1,132,500  2,572,500 

工事施工  

監理委託 
4,500 6,000  7,245  17,745 

計 146,700 1,303,800  1,139,745  2,590,245 

 

財 

 

源 

 

内 

 

訳 

 

補 助 金 38,981 391,950  273,829  704,760 

起   債 92,300 801,400  865,800  1,759,500 

一 般 財 源 15,419 110,450  116  125,985 

            ※H27 年度補助金 273,829 は H26 年度の繰越明許 
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（２）粗大ごみ処理施設 

 

 

 

 

 

  （設備概要） 

 

受入供給設備 

 

ピット、ゴミクレーン 

トラックスケールは焼却場と共用 

 

集じん設備 

 

サイクロン 

バグフィルター 

 

貯留・搬出設備 

 

金属プレス機 

 

 

 

選別設備 

 

鉄類･･････磁選機 

アルミ････アルミ選別機 

その他の設備 

慣性選別機、風力選別機、 

不燃・可燃分別機 
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施 設 名 称  三島市清掃センター 粗大ごみ処理施設 

所 在 地  三島市字賀茂之洞 4703 番地の 94 

着工・竣工・ 

稼 動 年 月 

 （着 工）   （竣 工）   （稼 動） 

昭和 63 年 6 月 平成 2 年 1 月 平成 2 年 2 月 

敷 地 面 積  32,681 ㎡（内 1,700 ㎡）焼却場と同一敷地 

建 物 面 積     903 ㎡（延べ面積 1,185 ㎡） 

施 工 業 者  富士電機総設株式会社 

処 理 方 式  破砕選別方式（回転せん断衝撃式横型破砕機） 

規 模 
 回転式破砕   50ｔ／5ｈ 

 せん断式破砕   5ｔ／5ｈ 

 

 

  総 工 費 

                             （単位：千円） 

 
昭和 63 年度 平成元年度 計 

年 度 事 業 費 69,000  621,000  690,000  

 

財 

 

源 

 

内 

 

訳 

 

補 助 金 17,300  152,295  169,595  

起   債 38,900  351,500  390,400  

一 般 財 源 12,800  117,205  130,005  
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○処理設備整備事業 

粗大ごみ処理施設基幹的設備整備工事の概要 

(1) 老朽化設備の延命化対策 

・受入供給設備・搬送設備・破砕設備・選別設備・貯留搬出設備の基幹的設備を

更新。 

・集じん設備の増設 

 主な改造点 

・集じん設備の増設 

  総 工 費 

                                  （単位：千円） 

 平成 25 年度 平成 28 年度 計 

年 

度 

事 

業 

費 

粗大ごみ処理施設

基幹的設備整備工

事 

76,650 92,016 168,666 

計 76,650 92,016 168,666 

財
源
内
訳 

起   債 57,400 69,000 126,400 

一 般 財 源 19,250 23,016 42,266 
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２ 最終処分場 

（１）埋立処分地施設 

 

 

 

 

施 設 名 称  三島市一般廃棄物最終処分場（第１埋立地） 

所 在 地  三島市字賀茂之洞 4703 番地の 18 

着工・竣工・ 

稼 動 年 月 

 （着 工）   （竣 工）   （稼 動） 

昭和 58 年 11 月 昭和 59 年 3 月 昭和 59 年 4 月 

埋 立 容 積  160,711ｍ3  （当初 92,500 ㎥） 

埋 立 面 積   12,311 ㎡  （当初 10,900 ㎥）  

埋 立 方 式  サンドイッチ方式 

施 工 業 者  東海土建株式会社・株式会社山田組 

総 工 費  186,059,640 円（一般財源） 
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施 設 名 称  三島市一般廃棄物最終処分場（第 2 埋立地） 

所 在 地  三島市字賀茂之洞 4703 番地の 2 

着工・竣工・ 

稼 動 年 月 

 （着 工）   （竣 工）   （稼 動） 

平成 4 年 3 月 平成 4 年 10 月 平成 4 年 12 月 

埋 立 容 積  10,948ｍ3 

埋 立 面 積   2,010 ㎡ 

埋 立 方 式  サンドイッチ方式 

施 工 業 者  東海土建株式会社 

総 工 費  64,441,950 円（一般財源） 

 

 

 

施 設 名 称  三島市一般廃棄物最終処分場（第 3 埋立地） 

所 在 地  三島市字賀茂之洞 4703 番地内 

着工・竣工・ 

稼 動 年 月 

 （着 工）   （竣 工）   （稼 動） 

平成 6 年 6 月 平成 8 年 6 月 平成 8 年 7 月 

埋 立 容 積  81,630ｍ3 

埋 立 面 積   9,800 ㎡ 

埋 立 方 式  サンドイッチ方式 

施 工 業 者  加和太建設株式会社 

総 工 費  817,305,000 円（一般財源） 
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（２）浸出水処理施設 
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三島市清掃センター　浸出水処理施設フローシート

公
共
下
水
道
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流量計

（放流量）

処理水貯留槽放流槽消毒槽処理水槽ろ過原水槽

計量槽

回転円板

凝集槽混和槽

凝集沈殿槽沈殿槽

第一中和槽

計装用空気

りん酸 希硫酸 苛性ソーダ 高分子凝集剤硫酸バンド

コンプレッサー

逆洗ブロワ

第三処分場

第二処分場

第一処分場

既設処分場用原水ポンプ^8

流量計

（流入量）

新設処分場用原水ポンプ

反応槽
凝集槽

ﾌﾛｯｸ形成槽

汚泥引抜ポンプ 上澄水移送ポンプ 汚泥引抜ﾎﾟﾝﾌﾟ

調整槽

硫酸バンド

（予備槽）
炭酸ソーダ

攪拌ブロワ

第二中和槽

最終処分場

焼却施設ピットへ

汚泥濃縮槽 汚泥貯留槽

有効容量

360ｍ3

有効容量

4.6ｍ3

有効容量

8.1ｍ3

採水箇所

水質測定(原水)

（有効容量 225ｍ3）^5

水質測定(処理水)
採水箇所
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施 設 名 称  三島市清掃センター 浸出水処理施設 

所 在 地  三島市字賀茂之洞 4703 番地の 94 

着工・竣工・ 

稼 動 年 月 

 （着 工）   （竣 工）   （稼 動） 

平成 5 年 9 月 平成 6 年 9 月 平成 6 年 10 月 

敷 地 面 積   1,700 ㎡ 

プラント面積    856 ㎡ 

施 工 業 者  株式会社 新潟鉄工所 

処 理 方 式  回転円板方式 

規 模     120ｍ3／日 

 

 

 

（単位：千円） 

 

平成 5 年度 平成 6 年度 計 

一 般 財 源 280,000  264,458  544,458  

 


